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となる．ただし位置 xの店舗の原点側に店舗がない場合は u=0，原点と反対側に店舗がない場合は v=1とそれぞれ
置き換える．yO，yD を横軸縦軸にとった 2 次元平面に右辺の積分範囲を図示すると図 2 のようになる．店舗 x の
立ち寄り客の出発地点の範囲は u から v までの範囲である．また起点終点によらずに w(yO, yD) = 1 であるとき
g(x) = (x− u)(1− x) + (v − x)xとなる．本稿では w(yO, yD) = 1として議論を進める．
原点に近いほうから番号をつけた店舗の集合を J = {1, . . . ,m}とし，店舗 j の位置を fj とする (j ∈ J)．また，便
宜上 f0 = 0，fm+1 = 1と置く．2つの店舗チェーン 1と 2を考える．Lを店舗チェーンの集合とする (|L| = 2)．clj

























図 2 位置 x, u, v の店舗を利用するフロー需要の 2次元図示










位置 fj の原点側の隣接位置を f−j ，原点と反対側を f+j と表し，店舗同士が隣接して立地することは可能であると
する．新店の立地位置を x とする．x の範囲を fj < x < fj+1 であるとして 4 つの戦略についての最適な立地位置
x∗ を導出する (図 3)．新店の所属チェーンを表すパラメータ clx を用意し，新店がチェーン l に所属しているなら
clx = 1，そうでなければ 0とする．
位置 xに出店する新規店舗の獲得フロー需要量 g(x)は，長方形 ABDEと長方形 DGIJの合計面積となる (図 4)．
g(x) = (x− fj)(1− x) + (fj+1 − x)x (1)
新規店舗の所属チェーンのフロー需要増加量を G(x)とすると，G(x)は，隣り合う既存店舗が新店と同じチェーン
である場合は，新規獲得需要は CDEF と DGHK（もしくは，それらのどちらか）だけとなるので，clx = clj かつ
clx = cl,j+1 のとき長方形 CDEFと長方形 DGHKの合計面積，clx ̸= clj かつ clx = cl,j+1 のとき長方形 ABDEと長
方形 DGHKの合計面積，clx = clj かつ clx ̸= cl,j+1 のとき長方形 CDEFと長方形 DGIJの合計面積，clx ̸= clj かつ
clx ̸= cl,j+1 のとき長方形 ABDEと長方形 DGIJの合計面積となる．したがって，
G(x) =

(x− fj)(fj+1 − x) + (fj+1 − x)(x− fj) (clx = cljかつ clx = cl,j+1のとき)
(x− fj)(1− x) + (fj+1 − x)(x− fj) (clx ̸= cljかつ clx = cl,j+1のとき)
(x− fj)(fj+1 − x) + (fj+1 − x)x (clx = cljかつ clx ̸= cl,j+1のとき)















考える．この戦略の場合の最適な立地地点 x = x∗(fj < x∗ < fj+1)は，次のようになる．
x∗ =

f+j (2fj+1 + (1− cl,j+1)(1− fj+1) ≤ (3− clj)fjのとき)





2 (clj = 1, cl,j+1 = 1)
fj+2fj+1
2 (clj = 0, cl,j+1 = 1)
2fj+fj+1+1
2 (clj = 1, cl,j+1 = 0)
fj+fj+1+1
2 (clj = 0, cl,j+1 = 0)
(その他)
G(x)は xの 2次式であるから G(x)を最大にする x = x∗ を計算することは容易なはずだがかなり複雑な場合分けが
必要となる．















記述は省略するが，図 4をもとに，fj と fj+1 の間で相手チェーン獲得フローを最小化する立地点 x∗ を求めること
ができる．ただし，これら 2 つの店舗はどちらかまたは両方がライバルチェーンの店舗であるとする．このとき x∗
は，f+j か f−j+1 のどちらかとなる．
3.4 戦略 µ：直前に出店した相手チェーンの新店の獲得フロー最小化
記述は省略するが，図 4をもとに，同様に考えることができて，最適立地点 x∗ は，直前に立地した相手チェーン新
店の右隣か左隣のどちらかとなる．
4 チェーン獲得フロー需要と店舗立地位置
奇数番目に出店する店舗チェーンをチェーン 1，偶数番目に出店するチェーンをチェーン 2とする (L = {1, 2})．そ
れぞれのチェーンが，4つの戦略のうちの 1つを一貫して採用し，8店舗ずつ合計 16店舗を出店したとする．2つの
チェーンの採用する戦略の組合せは 42 =16 通りである．このときの 16 通りの戦略の組合せごとのチェーン獲得フ
ロー需要M1，M2 を表 1に示す．先に述べた通りチェーン 1が奇数番目出店，チェーン 2が偶数番目出店であるの
で，チェーン 1は何もないところから出店を開始することができる．チェーン 2は常にライバル店舗のほうが店舗数
が 1つ多い状態で出店することになる．
まず表 1の各行を見て，チェーン 1の戦略について結果を述べる．戦略M は，チェーン 2の戦略M と µに対して
最も有効であり，戦略M に対しては弱い．戦略 µは，チェーン 2の戦略 µに対して有効であり，戦略 µに対しては
弱い．戦略M は，チェーン 2に対して，勝ち負けは戦略M と同じ結果であるが，戦略M よりも多くの獲得フロー
を得ることができる．戦略 µの結果は戦略M と同じである．
次に表 1の各列を見て，チェーン 2の戦略について結果を述べる．戦略M はチェーン 1の戦略 µに対して最も有
効であるが，ほかの 3つの戦略に対しては弱い戦略である．戦略 µは，チェーン 1の 4つの戦略すべてに対して弱い
結果となっている．一方で戦略M は，チェーン 1の 4つの戦略すべてに対して勝てる戦略であり，特に µに対して




16 個の戦略組合せのうち両チェーンとも戦略M を採用したとき (表 1 左上隅:M1 = 0.408, M2 = 0.390) と，両
チェーンとも戦略 µを採用したときの店舗立地 (2行 2列成分:M1 = 0.455, M2 = 0.343)を図 5に示す．どちらの場





表 1 2つのチェーンが 8店舗ずつ出店したときのチェーン獲得フロー需要
1 \ 2 M µ M µ
M 0.408 0.408 0.256 0.369
0.390 0.390 0.542 0.312
µ 0.256 0.455 0.228 0.228
0.542 0.343 0.561 0.561
M 0.413 0.413 0.318 0.325
0.379 0.379 0.319 0.301
µ 0.413 0.413 0.318 0.325
0.379 0.379 0.319 0.301
(上段：M1，下段：M2)
表 2 戦略別・チェーン別獲得フロー需要
M µ M µ 平均
M1 0.360 0.292 0.367 0.367 0.347
M2 0.423 0.373 0.435 0.369 0.400
平均 0.391 0.332 0.401 0.368 0.373
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